
０
０

ｍ
の
高
度
に
あ
り
、
ま
た
国
土
の

９０
％
は
乾
燥
地
帯
で
あ
る
。
国
内
の
年

間
降
水
量
は
カ
ス
ピ
海
沿
岸
の
平
均

２
，
０
０
０
皿
を
除
け
ば
、
そ
の
他
の
地

区
は
平
均
５０
硼
以
下
の
年
間
降
水
量
し

海外ニュース

世界の

水道事情

直面するイラン

グローバルウォータ0ジャパン代表

吉村 和就

砂
漠
の
国
、
イ
ラ
ン

・
イ
ろ
フ
ム
共
和

国
。
長
年
に
わ
た
る
欧
米
の
経
済
制
裁

に
よ
リ
イ
ラ
ン
の
情
報
は
極
端
に
少
な
く

水
資
源
に
関
し
て
も
、
本
当
の
姿
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
が
、
２
０
１

６
年
に
経
済
制
裁
が
緩
和
さ
れ
徐
々
に
水

に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
水
を
管
轄
す
る
平
不
ル
ギ
ー
省
の
情

報
や
、
現
地
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

国
内
５
０
０
以
上
の
都
市
が
極
度
な
水

不
足
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は

昨
年
の
降
雨
量
が
平
年
の
８２
％
減
の
影

響
と
見
ら
れ
て
い
る
。

イ
ラ
ン
の
水
資
源

イ
ラ
ン
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
次
ぎ
中

東
で
２
番
目
に
大
き
な
国
で
あ
る
。
国

土
の
５５
％
は
海
抜
３
０
０

ｍ
か
ら
１
，
５

か
な
い
。
国
内
の
年
平
均
降
水
量
は
２

２
８
皿
／
年

（２
０
１
１
年
）
で
あ
る
。

ま
た
降
水
量
の
７
割
は
、
河
川
に
達

す
る
前
に
蒸
発
し
て
し
ま
う
。
当
然
、

地
下
水
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
カ
ス
ピ
海

を
取
り
巻
く
５
，
０
０
０

ｍ
級
の
山
々
の

雪
解
け
水
が
地
下
水
源
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
地
下
水
も
年
々
、
過
剰
取
水
と
温

暖
化
の
影
響
に
よ
り
水
位
の
低
下
に
よ
る

水
量
の
減
少
や
塩
水
化
が
著
し
く
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
老
朽
化
し
た
水
イ
ン
Ｚ
フ

設
備
で
約
３０
％
の
水
が
失
わ
れ
て
い
る

同
国
の
水
資
源
賦
存
量
は
１
３
８
面

／
年
で
、表
流
水
は
１
０
６
・６
面
／
年
、

地
下
水
は
つ

３
面
／
年
で
あ
る
。
水

使
用
量
は
９
３
０
億
３ｍ
／
年

（日
本
は

８
３
０
億
３ｍ
／
年
）
で
あ
り
、
そ
の
内

訳
は
農
業
用
水
が
９２
％
ヽ
家
庭
用
水
６

％
、
工
業
用
水
２
％
で
あ
る
。

第
５
次
五
カ
年

水
供
給
計
画
の
遅
れ

政
府
に
よ
る
飲
料
水
供
給
の
計
画
が

進
行
中
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
約
６
，
４

０
０
カ
所
の
村
が
タ
ン
カ
ー
に
よ
る
水
供

給
を
受
け
て
い
る
。
五
カ
年
計
画

（２
０

１
０
年
～
２
０
１
５
年
）
の
達
成
率
は
約

７７
％
と
み
て
い
る
。
ま
た
近
年
の
干
ば
つ

の
影
響
に
よ
り
、
２
０
１
３
年
か
ら
５
１

７
都
市
が
重
大
な
水
不
足
に
直
面
し
て

い
る
。

こ
の
水
不
足
に
対
処
す
る
た
め
、
平
不

ル
ギ
ー
省
は
さ
ら
に
１２
の
大
規
模
水
供

給
設
備
を
含
む
１
３
０
の
水
供
給
プ
Ｒ
ン

ェ
ク
ト
を
２
０
１
６
年
ま
で
に
完
成
さ
せ

よ
う
と
３
７
５
百
万
米
ド
ル
予
算
で
計

画
を
進
め
た
が
工
事
が
遅
れ
、
さ
ら
に

水
不
足
は
深
刻
化
し
て
い
る
。

首
都
テ
ヘ
ラ
ン
の
水
事
情

テ
ヘ
ラ
ン
市
内
へ
水
を
供
給
し
て
い
る

ダ
ム
は
４
ヵ
所
あ
り
、
そ
の
中
で
も
容
量

の
大
き
い
ラ
ー
ル
ダ
ム
湖

（市
内
へ
の
供

給
率
３５
％
超
）
が
枯
れ
始
め
て
い
る
。

本
来
９
億
６
，
０
０
０
万

ｔ
の
貯
水
能

力
が
あ
る
が
、
１
，
８
０
０
万
ｔ
し
か
利

用
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
４
つ

の
ダ
ム
湖
を
合
わ
せ
て
も
、
例
年
の
４０
％

の
貯
水
率
し
か
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
テ

ヘ
ラ
ン
の
水
不
足
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増

す
と
節
水
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

同
国
平
不
ル
ギ
ー
省
に
よ
れ
ば
、
テ
ヘ

ラ
ン
市
内
の
給
水
人
口
は
総
人
口
の
１２
％

だ
が
、
イ
ラ
ン
全
土
の
水
需
要
の
２５
％

を
消
費
し
て
い
る
。

テヘランの降水量と気温
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講演会場と講演中の筆者

国
連
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｉ

イ
ラ
ン
政
府
共
催
の

「国
際
水
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
」

２
０
１
５
年
Ｈ
月
、
テ
ヘ
ラ
ン
に
て

「国

際
水
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
」
が
開
催
さ
れ
、

国
連
、
ド
イ
ツ
、
日
本
か
ら
専
門
家
が

招
聘
さ
れ
た
。
筆
者
は
初
日
に
イ
ラ
ン

国
内
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
約
２
０
０
名
を

前
に

「日
本
に
お
け
る
水
教
育
と
マ
ス
コ

ミ
の
役
割
」
、
二
日
目
は
水
の
専
門
家
会

議

（約
８０
名
参
加
）
で

「日
本
の
水
技

術
の
紹
介
、
水
災
害
対
策
、
東
日
本
大

震
災
と
上
下
水
道
の
復
興
」
を
講
演
し

た

（英
語
か
ら
ペ
ル
シ
ア
語
へ
の
同
時
通

訳
）
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
の
前
後
に
、
筆
者
は

主
催
者
で
あ
る
国
連
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
‐Ｒ

Ｃ
Ｕ
Ｗ
Ｍ
（都
市
水
管
理
地
域
セ
ン
タ

ー
）
の
関
係
者
や
平
不
ル
ギ
ー
省
副
大

臣
や
大
統
領
補
佐
官
、
テ
ヘ
ラ
ン
大
学

教
授
や
水
行
政
関
係
者
と
熱
心
に
意
見

を
交
換
し
た
。

イ
ス
フ
ア
フ
ア
ン
の
河
川
状
況

テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
南
へ
４
０
０
ｋｍ
の
古
都

イ
ス
フ
ア
フ
ア
ン
に
向
か
う
。

１６
世
紀
に

サ
フ
ァ
ヴ
ィ
朝
の
シ
ャ
ー
ア
ッ
バ
ー
ス
大
帝

が

「イ
ス
フ
ア
フ
ア
ン
は
世
界
の
半
分
で

あ
る
」
と
豪
語
し
た
水
の
都
で
あ
る
。

そ
の
繁
栄
を
支
え
た
の
が
州
を
横
断
す

る
ザ
ー
ヤ
ン
デ
川
で
あ
る
。
標
高
３
，
９

７
４

ｍ
の
ザ
グ
ロ
ス
山
系
に
源
を
発
し
、

東
方
の
ガ
ブ
フ
ー
ニ
ー
湖
に
流
入
す
る
全

長
４
０
０
ｋｍ
の
川
で
あ
る
。
こ
の
豊
富

な
河
川
水
が
５
世
紀
か
ら
交
易
の
拠
点

と
し
て
イ
ス
フ
ァ
フ
ァ
ン
を
支
え
て
い
た
。

ザ
グ
ロ
ス
山
系
付
近
の
降
雨
量
は
１
３

０
皿
で
あ
り
、
大
半
は
積
雪
と
し
て
蓄
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
積
雪
が
地
球
温
暖
化

の
影
響
で
年
々
減
少
し
て
い
る
。
最
近
で

は
２
０
０
８
年
か
ら
１０
年
に
か
け
、
た
び

た
び
川
が
枯
れ
る
恐
怖
に
直
面
し
た
。

ま
た
最
終
貯
水
地
ガ
ブ
フ
ー
ニ
ー
湖
も

淡
水
の
流
入
が
少
な
く
な
り
塩
水
化
が

激
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
農
業
用

水
に
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
イ
ラ
ン
と
の
付
き
合
い
方

経
済
制
裁
解
除
の
可
能
性
が
報
じ
ら

れ
て
か
ら
、
欧
米
企
業
は
積
極
的
に
イ
ラ

ン
国
内
で
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
始
め
て
い

る
。す
で
に
７０
を
超
え
る
経
済
使
節
団
が

送
り
込
ま
れ
て
い
る
。当
然
で
あ
る
。イ
ラ

ン
は
天
然
ガ
ス
埋
蔵
量
世
界
一、
石
油
埋

蔵
量
は
世
界
第
四
位
で
あ
る
。
日
本
の
戦

略
と
す
れ
ば
、
国
民
生
活
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
水
問
題
解
決
に
注
力
す
べ
き
で
あ

ろ
いつ
。
日
本
に
は
イ
ラ
ン
が
直
面
し
て
い

る
水
資
源
管
理
や
水
処
理
技
術

（下
水

処
理
や
再
生
水
技
術
）
な
ど
す
べ
て
の
課

題
を
ク
リ
ア
で
き
る
技
術
が
あ
る
が
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
能
力
が
足
り
な
い
。親

国
家
が
多
い
イ
ラ
ン
に
向
け
て
日
本
政
府

や
日
本
企
業
は
積
極
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

日
本
に
と
っ
て
、
今
後
の
世
界
的
な
水

会
議
、例
え
ば
今
年
Ｈ
月
に
開
催
予
定
の

第
二
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト
、
来

年
３
月
の
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

（ブ
ラ
ジ

ル
）
、
同
年
９
月
の
Ｉ
Ｗ
Ａ
世
界
会
議

（東
京
）な
ど
を
活
用
し
、
日
本
の
水
に
関

す
る
英
知
や
技
術
プ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に

発
信
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ザーヤンデ川 (筆者撮影2015年 11月 )枯れたザーヤンデ川


